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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第63期

第３四半期連結
累計期間

第64期
第３四半期連結
累計期間

第63期

会計期間

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
４月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成23年
３月31日

売上高（百万円） 46,619 46,231 60,140

経常利益（百万円） 1,585 239 1,666

四半期（当期）純利益又は四半期

純損失（△）（百万円）
672 △429 473

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
520 △542 285

純資産額（百万円） 42,845 41,135 42,606

総資産額（百万円） 55,817 54,436 54,720

１株当たり四半期（当期）純利益

金額又は１株当たり四半期純損失

金額（△）（円）

13.07 △8.34 9.20

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

自己資本比率（％） 76.3 75.2 77.4

　

回次
第63期

第３四半期連結
会計期間

第64期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

１株当たり四半期純損失金額

（△）（円）
△2.47 △13.14

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．第63期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」　　

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。　　

４．第63期第３四半期連結累計期間及び第63期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

５．第64期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半

期純損失であるため記載しておりません。

　　

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　　
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。 

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）当第３四半期の経営成績の分析

　当第３四半期連結累計期間における国内の経済はまだ足踏み感が台頭しておりますが、回復基調になっていくで

あろうということも見通されてきてまいりました。

　個人の消費意欲も緩やかながら回復しているようではありますが、まだ数値に表れるまでにはなっていないと思

われます。 

　このような状況の中、グループ全体としましては、小売だけにとらわれない豊かさやの提案や、お客様の『困っ

た』を解決できる企業への変革を進めているところであります。　　

主要子会社であります㈱三城におきましては、不採算店の整理を継続的に進め、利益体質の強化に努めながらも基

本に立ち返り、得意としてきたアフターサービスや顧客満足の追求を徹底して行ってきました。また当社グループに

しかできない品揃えや品質を維持するとともに、価値訴求に対しましても「らくらく君シリーズ」、「らくみみ」を

はじめとする機能性に特化したフレームやレンズ、他にない商品の開発も行っており反響は高まっております。ま

た、facebook、twitterなど新しいメディアへの発信により、新たな市場の開拓と既存のお客様の掘り起こしにも力を

入れてまいりました。

以上の取組みは一定の成果は出ておりますが、販売戦略や告知など連携がうまくなされず、客数を伸ばせなかった

ことで売上高、利益は前年を下回っております。出退店数につきましては、出店18店舗（年間計画20店舗）、退店21店

舗（年間計画28店舗）となっており、退店につきましては来期にずれ込んだ店舗が数店ございます。

海外子会社につきましては、世界的に景気が回復しているとは言えない中、厳しい結果となりました。オーストラ

リア法人も立て直しに取組んでおり、店舗を整理するなどしたため、損失額は減っておりますが過渡期であり大きな

結果はまだ出ておりません。なおアジア地域は利益を出し堅調に推移しております。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間におきましては、売上高46,231百万円（前年同期比0.8％減）、営業利益

214百万円（前年同期比84.8％減）、経常利益239百万円（前年同期比84.9％減）、四半期純損失429百万円（前年同

四半期純利益672百万円）となりました。

　

報告セグメント情報の状況は、次の通りであります。

1）日本

　国内の売上高は41,732百万円（前年同期比1.4％減）、セグメント利益400百万円（前年同期比76.0％減）となりま

した。

2）海外

　海外の売上高は4,755百万円（前年同期比1.9％増）、セグメント損失192百万円（前年同四半期のセグメント損失

214百万円）となりました。　

　

（2）財政状態の分析

 総資産は前連結会計年度末に比べ284百万円減少して54,436百万円となりました。これは主に、流動資産における

現金及び預金が1,427百万円減少し、商品及び製品が870百万円増加したことによるものです。 

　負債は前連結会計年度末に比べ1,186百万円増加して13,300百万円となりました。これは主に、流動負債における短

期借入金が3,399百万円増加したことと固定負債における社債が2,500百万円減少したことによるものです。

　純資産は前連結会計年度末に比べ1,470百万円減少して41,135百万円となりました。これは主に、株主資本における

利益剰余金が1,356百万円減少したことによるものです。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

（4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における、グループ全体の研究開発活動費の金額は100百万円です。 

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 223,000,000

計 223,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数

（株）
(平成23年12月31日)

提 出 日 現 在 発 行 数
（株）
(平成24年２月10日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 56,057,474 56,057,474
東京証券取引所

市場第一部

権利内容に何ら限

定のない当社にお

ける標準となる株

式。単元株式数は

100株です。

計 56,057,474 56,057,474 － －

　（注）　「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商法

に基づき発行された転換社債の転換を含む。）により発行された株式数は含まれておりません。　

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額（百万
円）

資本準備金残
高（百万円）

平成23年10月１日～

　

平成23年12月31日　

－ 56,057,474 － 5,901 － 6,829

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 4,569,000－

権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式。単

元株式数は100株です。

完全議決権株式（その他） 普通株式 51,338,800 513,388 同　上

単元未満株式 普通株式 149,674 －
権利内容に何ら限定のない当

社における標準となる株式。

発行済株式総数 56,057,474－ －

総株主の議決権 － 513,388 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権の数20個）含まれて

おります。

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合　計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の　割　合（％）

株式会社三城

ホールディングス

東京都中央区銀座

一丁目７番７号
4,569,000 － 4,569,000 8.15

計 － 4,569,000 － 4,569,000 8.15

　（注）　１．上記のほか、株主名簿上は当社名義となっておりますが実質的に所有していない株式が900株（議決権の数

９個）あります。なお、当該株式数は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」の欄の普通株

式に含まれております。

２．当第３四半期会計期間末日現在の自己株式数は4,570,100株であります。

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平成

23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,037 18,610

受取手形及び売掛金 2,855 3,341

有価証券 610 611

商品及び製品 9,199 10,069

原材料及び貯蔵品 794 981

繰延税金資産 1,353 1,230

その他 1,683 1,495

貸倒引当金 △15 △48

流動資産合計 36,518 36,292

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 3,940 4,011

機械及び装置（純額） 10 13

工具、器具及び備品（純額） 1,614 1,747

土地 1,070 1,070

建設仮勘定 17 24

その他（純額） 273 207

有形固定資産合計 6,926 7,073

無形固定資産 892 1,000

投資その他の資産

敷金及び保証金 8,908 8,511

建設協力金 596 525

その他 862 1,046

貸倒引当金 △19 △14

投資その他の資産合計 10,348 10,068

固定資産合計 18,167 18,143

繰延資産

社債発行費 34 －

繰延資産合計 34 －

資産合計 54,720 54,436

EDINET提出書類

株式会社　三城ホールディングス(E03249)

四半期報告書

 7/16



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,656 2,121

短期借入金 1,832 5,231

未払金 2,060 2,221

未払法人税等 533 349

賞与引当金 1,043 548

店舗閉鎖損失引当金 179 139

災害損失引当金 65 －

その他 1,306 1,758

流動負債合計 8,679 12,369

固定負債

社債 2,500 －

役員退職慰労引当金 38 44

資産除去債務 362 353

その他 533 532

固定負債合計 3,435 930

負債合計 12,114 13,300

純資産の部

株主資本

資本金 5,901 5,901

資本剰余金 6,829 6,829

利益剰余金 38,496 37,139

自己株式 △8,399 △8,400

株主資本合計 42,826 41,469

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △3 △1

為替換算調整勘定 △463 △548

その他の包括利益累計額合計 △466 △549

少数株主持分 246 215

純資産合計 42,606 41,135

負債純資産合計 54,720 54,436
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 46,619 46,231

売上原価 14,278 15,311

売上総利益 32,341 30,920

販売費及び一般管理費 30,933 30,706

営業利益 1,407 214

営業外収益

受取利息 28 32

受取賃貸料 60 56

受取補償金 85 12

受取手数料 25 41

その他 78 74

営業外収益合計 278 217

営業外費用

支払利息 6 11

社債利息 20 12

社債発行費償却 6 34

為替差損 49 117

その他 17 15

営業外費用合計 100 192

経常利益 1,585 239

特別利益

固定資産売却益 17 2

災害損失引当金戻入額 － 50

特別利益合計 17 52

特別損失

固定資産除売却損 30 101

減損損失 － 32

店舗解約損失金 14 45

災害による損失 － 7

店舗閉鎖損失引当金繰入額 － 92

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 218 －

特別損失合計 263 279

税金等調整前四半期純利益 1,339 12

法人税等 668 455

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

671 △443

少数株主損失（△） △1 △13

四半期純利益又は四半期純損失（△） 672 △429
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

671 △443

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △8 2

為替換算調整勘定 △142 △101

その他の包括利益合計 △151 △99

四半期包括利益 520 △542

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 526 △512

少数株主に係る四半期包括利益 △6 △30
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂

正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

（法人税率の変更等による影響）

  「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法律第

114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置法」（平成

23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度から法人税率の引下

げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、未払法人税等は65百万円増加し、法人税等は同

額増加しております。 

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

　──────

　

　

　

　　　

２　貸出コミットメントライン契約

当社は、資金調達の機動性及び安定性の確保を目的と

して、取引銀行１行とグローバル・コミットメントライ

ン契約を締結しております。

当連結会計年度末における貸出コミットメントに係

る借入未実行残高等は次のとおりであります。

　

貸出コミットメントの総額 2,000百万円 

借入実行残高 205 

差引額  1,794

　

１  保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し

て債務保証を行っております。

㈱ルネット 1,460百万円 

　

２　貸出コミットメントライン契約

　当社は、資金調達の機動性及び安定性の確保を目的と

して、取引銀行１行とグローバル・コミットメントライ

ン契約を締結しております。

　当第３四半期連結会計期間末における貸出コミットメ

ントに係る借入未実行残高等は次のとおりであります。

　（当社及び連結子会社）

貸出コミットメントの総額 7,500百万円 

借入実行残高 3,655 

差引額  3,844

　

　（連結会社以外の会社）

貸出コミットメントの総額 2,500百万円 

借入実行残高 1,460 

差引額  1,040
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとおりで

あります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

減価償却費 1,008百万円 1,030百万円

のれんの償却額 71 71

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年５月14日

取締役会
普通株式 811 15.75平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

平成22年11月11日

取締役会
普通株式 463 9.00平成22年９月30日平成22年12月８日利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日）

配当金支払額 

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年５月13日

取締役会
普通株式 463 9.00平成23年３月31日平成23年６月７日利益剰余金

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 463 9.00平成23年９月30日平成23年12月８日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日 至　平成22年12月31日）　

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　

 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 42,065　 4,55346,619 － 46,619
セグメント間の内部
売上高又は振替高

238 112 351 △351 －　

計 42,3044,66646,970△351 46,619

セグメント利益又は損失（△） 1,670 △214 1,456 △48 1,407

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△48百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。　

　

    ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日 至　平成23年12月31日）　

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

（単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）1　

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２　　

 日本 海外 計

売上高      

外部顧客への売上高 41,578　 4,65246,231 － 46,231
セグメント間の内部
売上高又は振替高

154 103 257 △257 －

計 41,7324,75546,488△257 46,231

セグメント利益又は損失（△） 400 △192 207 6 214

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額６百万円は、セグメント間取引消去であります。

　　　２．セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

    ２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　（固定資産に係る重要な減損損失）

　「日本」セグメントにおいて、収益性が悪化しているエリア地域の店舗設備及び電話加入権について減

損損失を計上しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第３四半期連結累計期間においては32百万

円であります。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期

純損失金額（△）
13円7銭 △8円34銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額又は四半期純損失金額（△）

（百万円）
672 △429

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純

損失金額（△）（百万円）
672 △429

普通株式の期中平均株式数（千株） 51,496 51,488

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －

（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜

在株式が存在しないため記載しておりません。また、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額については、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

　　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

　当社は、以下のとおり当期中間配当についての取締役会決議を行っております。

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年11月10日

取締役会
普通株式 463 9.00平成23年９月30日平成23年12月８日利益剰余金
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月９日

株式会社三城ホールディングス

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 園　　マリ　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂田　純孝　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　 聡 　　印

　
　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社三城ホー
ルディングスの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成23年10月
１日から平成23年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成23年４月１日から平成23年12月31日まで）に係る
四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ
いて四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財
務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を
作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　
監査人の責任　
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して
四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、
分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論　
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら
れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社三城ホールディングス及び連結子会社の平成23年12月31日現在
の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が
すべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
　

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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